
「演題：微生物のちからをかりて、世界が喜ぶ環境に優し
い技術を創ろう～捨てられるものを原料としたバイオプラ
スチックの合成と分解研究についてご紹介～」
石油から造られたプラスチックによる環境汚染が深刻と
なっていることは、みなさんご存知と思います。石油由来
のプラスチックがなぜ問題なのか？そして、その問題解決
の糸口となるであろう微生物の力によるバイオプラスチッ
ク合成・分解に関する研究について、ご紹介します。
微生物って、とても面白くて、スゴい奴らなのですよ。

「演題：次世代アグリイノベーション研究センターが目指
すもの：人新世の農学とSDGs」
農学はオモシロイ！ 私たちの生活のあらゆるところに
農学があります．毎日のおいしい食事のみならず、住宅、
衣類、はたまた自然環境としての山や海、空気まで、私た
ちの生活を支えるインフラに農学が強く関わっています。
人新世の今を生きる私たちには、持続可能な社会実現に向
けて解決すべき課題が山積しています。農学は分野横断的
にそれら課題にコミットする学問分野です。わかりやすく
解説します．

岩手大学 次世代アグリ
イノベーション研究センター
一般・高校生向けセミナー

各回
定員

岩手大学農学部7番講義室

2022年 6月2日(木)
6月27日(月)
17:00～18:00 【参加お申込み】

Mail:aic@iwate-u.ac.jp
Tel:019-621-6851

岩手大学次世代アグリイノベーション研究センター

E-mail：aic@iwate-u.ac.jpTEL：019-621-6851 〒020-8550 盛岡市上田３丁目１８－８
主 催
お問合わせ

５０名

【岩手大学総合教育研究棟(生命系)】

（事前申込制）

感染症予防対策のため、マスクの着用、手指消毒、入口での検温等のご協力をお願いいたします。

日時

会場

6/2 (木)第1回担当
農学部 下野裕之

6/27(月)第2回担当
農学部 山田美和

▼新聞にも掲載されました（岩手日報令和4年4月21日付/第4面）
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